
科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 成人看護学概論 

講師名 安見 律子 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：成人期にある対象の特徴と，保健・医療・福祉システムにおける成人看護の役割と機能を

理解する。 

目標：１ 成人期にある対象の身体的・心理的・社会的特徴を理解する。 

２ 成人の生活に起因する健康問題の特徴と健康の保持・増進・疾病予防に向けた援助を理解する。 

３ 成人の健康レベルに応じた看護の基本を理解する。 

４ 保健・医療・福祉システムにおける成人看護の役割と機能を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 成人期にある対象の理解     ８時間 

１ 成人各期の発達の特徴を，身体的・精神的・社会的側面から理解する。 

２ 成人各期の健康問題を，成長発達の特徴から理解する。  

１ 成人期にある人の理解 

(１) 成人の定義 

(２) 成人の自覚 

(３) 成人看護学で用いられる成人の特徴 

２ 成人の成長発達の特徴 

(１) 発達段階と発達課題 

ア エリクソン 

イ ハヴィガースト 

ウ レビンソン 

３ 成人各期の特徴と発達課題 

(１) 青年期の身体的，心理･社会的特 

徴と発達課題 

(２) 壮年期の身体的，心理・社会的特徴と発達課題 

(３) 向老期の身体的，心理・社会的特徴と発達課題 

４ 成人各期の健康問題 

(１) 有訴率 

(２) 受療率  

(３) 死亡率 

５ 成人の生活 

(１) 成人の生活と環境 

(２) 成人各期における生活の特徴 

２ 成人期にみられる健康問題 11 時間 

１ 成人期の健康問題の特徴を理解する。 

２ 成人期の健康問題に対する健康の保持増進・疾病の予防の援助を理解する。 

３ 成人期にある対象の健康に影響を及ぼす因子を公衆衛生的視点から理解す

る。 

４ 保健医療チームにおける成人看護の機能を理解する。  

１ ヘルスプロモーションと看護 

(１) ヘルスプロモーションの概念 

(２) ヘルスプロモーションの目標 

(３) ヘルスプロモーション活動のプロセスと方法 



２ 生活習慣に関連する健康障害 

(１) 生活習慣と健康障害との関係 

(２) 生活習慣病の種類と発生状況 

(３) 生活習慣病の発生要因 

(４) 生活習慣病の予防と対応 

３ 成人の保健医療対策 

(１) 成人の健康増進対策 

 ア 健康増進法 

 イ 健康日本 21 

(２) 成人の生活習慣病対策 

 ア 特定健康診査 

 イ 特定健康指導 

(３) 成人の心の健康対策 

ア 成人の生活ストレス 

イ ストレス関連疾患の予防と対応 

４ 職業に関連する健康障害 

(１) 就労条件・環境と疾病との関係 

(２) 労働者の健康対策 

ア 労働衛生対策の基本 

イ 代表的な職業疾患 

ウ 健康診断の受診行動 

３ 成人看護に有用な概念と基本的なアプローチ 10 時間 

１ 成人の理解と看護に有用な概念を理解し，健康レベルに応じた基本的アプ

ローチの方法を理解する。  

１ 成人教育理論 

(１) おとなの学びの特徴 

(２) 成人教育学の概念（アンドラゴジーモデル） 

(３) エンパワメントモデル 

(４) 事例で考えるエンパワメント理論 

２ 障害受容 

(１) 障害の受容過程 

(２) 障害受容への影響要因 

(３) 受傷後の障害に対する心理反応への援助 

３ 病みの軌跡 

(１) 病みの軌跡とは 

(２) 病みの軌跡という考え方 

(３) 病みの軌跡の看護への適用 

４ 成人の死 

(１) 成人と死 

(２) 発達段階における死の理解 

(３) 死の受容過程 

評価方法 筆記試験 

テキスト メディカ出版：ナーシング・グラフィカ 成人看護学① 成人看護学概論 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔１〕成人看護学総論 

医学書院：看護のための人間発達学 第５版 

財）厚生統計協会：厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 



備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 成人看護学方法論Ⅰ 

講師名 5 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：機能障害のある成人の特徴と治療に応じた看護を理解する。呼吸機能，循環機能，消化・

排泄機能，運動機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。 

目標： １ 呼吸機能，循環機能，消化・排泄機能，運動機能に障害のある成人の特徴と 

看護を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 呼吸機能に障害のある成人の看護      ２時間 

１ 呼吸機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 呼吸機能に障害のある成人の看護 （気胸・肺がん） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 呼吸機能障害の症状・治療 

ア 肺部分切除術 

イ 胸腔ドレナージ 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 合併症予防 

イ ドレーン管理 

２ 循環機能に障害のある成人の看護      ８時間 

１ 循環機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。 

１ 循環機能に障害のある成人の看護（虚血性心疾患・弁膜症・不整脈） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 循環機能障害の症状・治療 

ア 心臓カテーテル・血管造影 

イ 経皮的冠動脈形成術（PCI） 血栓溶解術・血栓除去術 

ウ 冠動脈バイパス術（CABG） 

エ 開心術（弁置換・弁形成術） 

オ 植込み型除細動器 

カ 心臓リハビリテーション 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 服薬管理指導 



イ 栄養指導 

ウ 生活指導 

３ 消化・排泄機能に障害のある成人の看護   12 時間 

１ 消化・排泄機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 消化・排泄機能に障害のある成人の看護（胃がん・大腸がん・膵臓がん・膵

炎・肝炎・肝硬変・肝臓がん） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 消化・排泄機能障害の症状・治療 （胃がん・大腸がん・膵臓がん） 

ア 吐血・下血 

イ 下痢・便秘 

ウ 食欲不振 

エ 幽門側胃切除術 

オ 腹会陰式直腸切断術 

カ 人工肛門造設術 （膵炎・肝炎・肝硬変・肝臓がん） 

キ 上腹部痛 

ク 腹水・黄疸 

ケ 肝性脳症 

コ 門脈圧亢進症 

サ 肝生検 

シ 肝動脈塞栓術 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 合併症予防 

イ ドレーン管理 

ウ 栄養指導 

エ 人工肛門のケア（大腸がん） 

(ｱ) 装具交換の手順 

(ｲ) 装具の装着方法 

(ｳ) 患者指導 

４ 運動機能に障害のある成人の看護      ８時間 

１ 運動機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。 

１ 運動機能に障害のある成人の看護 

（脊髄損傷，椎間板ヘルニア，変形性股関節・膝関節症） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 運動機能障害の症状・治療 



ア 神経麻痺 

イ 循環障害 

ウ 疼痛 

エ 保存療法 

(ｱ) 良肢位の保持 

(ｲ) 関節可動域訓練 

オ 牽引療法 

(ｱ) クラッチフィールド牽引 

(ｲ) ハローベスト 

カ 手術療法 

(ｱ) 椎弓切除術 

(ｲ) 人工関節置換術 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 合併症予防 

イ 生活指導 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔２〕呼吸器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔３〕循環器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔５〕消化器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔10〕運動器 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 成人看護学方法論Ⅱ 

講師名 6 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：機能障害のある成人の特徴と治療に応じた看護を理解する。 

目標：１ 代謝機能，内分泌機能，腎機能，血液・造血機能，女性生殖機能に障害のある成人の

特徴と看護を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 代謝機能に障害のある成人の看護      ６時間 

１ 代謝機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 代謝機能に障害のある成人の看護 （糖尿病） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 代謝機能障害の症状・治療 

  ア 高血糖・低血糖 

  イ 血糖自己測定（SMBG） 

 ウ 糖負荷試験（OGTT） 

エ 食事療法 

オ 運動療法 

カ インスリン補充療法 

キ 慢性合併症 

(ｱ) 糖尿病網膜症 

(ｲ) 糖尿病腎症 

(ｳ) 糖尿病神経症 

(ｴ) 糖尿病足病変 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア インスリン自己注射の援助 

イ フットケアの指導 

ウ シックデイへの対処法 

エ 患者教育 

２ 内分泌機能に障害のある成人の看護 ２時間 

１ 内分泌機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 内分泌機能に障害のある成人の看護（甲状腺機能異常） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 内分泌機能障害の症状・治療 



ア 甲状腺機能亢進症 

イ 甲状腺機能低下症 

ウ 薬物療法 

(ｱ) 抗甲状腺薬 

(ｲ) 甲状腺ホルモン製剤補充 

エ 放射線療法 

(ｱ) 放射性ヨウ素内用療法 

オ 手術療法 

(ｱ) 甲状腺切除術 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 甲状腺クリーゼの予防 

イ 心身安静への援助 

３ 腎機能に障害のある成人の看護    ４時間 

１ 腎機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 腎機能に障害のある成人の看護 （慢性腎不全） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 腎機能障害の症状・治療 

ア 尿毒症状 

イ 食事療法 

ウ 薬物療法 

エ 透析療法 

(ｱ) 血液透析 

(ｲ) 腹膜透析（CAPD） 

オ 腎移植 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア シャント管理 

イ 生活指導 

３ 血液・造血機能に障害のある成人の看護   12 時間 

１ 血液・造血機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。 

１ 血液・造血機能に障害のある成人の看護（白血病・悪性リンパ腫） 

(１) 身体・心理・社会的特徴 

(２) 血液・造血機能障害の症状・治療 



ア 貧血 

イ 出血傾向 

ウ リンパ節腫脹 

エ 骨髄穿刺 

オ 輸血療法 

(ｱ) 輸血の副作用 

カ 化学療法 

(ｱ) 化学療法の有害事象 

(ｲ) 寛解導入療法 

(ｳ) 地固め療法，維持・強化療法 

キ 造血幹細胞移植 

(ｱ) 移植片対宿主病 

ク 放射線療法 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 感染予防 

イ 副作用の緩和 

４ 女性生殖機能に障害のある成人の看護 ６時間 

１ 女性生殖機能に障害のある成人の特徴と看護を理解する。  

１ 女性生殖機能に障害のある成人の看護（子宮がん，乳がん） 

(１) 成人期の身体・心理・社会的特徴 

(２) 女性生殖機能障害の症状・治療 

ア 乳房の腫瘤（自己触診法） 

イ マンモグラフィー・超音波検査 

ウ 不正性器出血 

エ 血性帯下 

オ 手術療法 

(ｱ) 広汎性子宮全摘出術 

(ｲ) 乳房温存手術 

オ ホルモン療法 

カ 化学療法 

キ 放射線療法 

(３) 看護アセスメント 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 



ア ボディイメージの受容への援助 

イ リンパマッサージ 

ウ 生活指導 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔６〕内分泌・代謝 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔８〕腎・泌尿器  

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔４〕血液・造血器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔９〕女性生殖器 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 老年看護学概論 

講師名 宍戸 裕子，村山 晴代 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：老年期にある対象の特徴及び老年看護の役割と機能の理解を深める。 

目標：１ 老年期にある対象の特徴と加齢が健康に及ぼす影響を理解する。 

２ 老年看護の理念と活動を理解する。 

３ 高齢社会における保健・医療・福祉の動向と老年看護の役割を理解する。 

４ 高齢者の生命と人格を尊重する態度を養う。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 老年看護の対象 ８時間 

１ 老年期における身体的・心理的・社会的な加齢変化を理解する。 

２ 発達の段階における老年期の特徴を理解する。  

１ 高齢者の加齢に伴う変化 

(１) 身体的側面の変化 

(２) 心理的側面の変化 

(３) 社会的側面の変化 

２ 老年期の特徴 

(１) 老年期の定義 

(２) 老年期の発達課題 

ア エリクソン 

イ ペック 

ウ ハヴィガースト 

（３）死生観・スピリチュアリティ 

３ 老年期の健康問題の特徴 

（１）老年症候群 

（２）フレイル 

（３）サルコペニア 

２ 老年看護の役割と機能      ８時間 

１ 老年看護の理念と歴史的変遷を理解する。 

２ 老年看護の役割と機能を理解する。  

１ 老年看護の理念 

(１) 老年看護の定義 

(２) 老年看護の変遷 

２ 老年看護の役割と機能 

(１) 高齢者の意思決定 

  ア エンパワーメント 

(２) 生活機能の評価 

ア 国際生活機能分類（ICF） 

イ 高齢者総合機能評価（CGA） 

ウ 手段的日常生活動作（IADL） 

(３) 死にいたるプロセス 

(４) 家族のニーズ 

ア 家族介護の動向 

イ 家族生活への影響 



(５) 生活環境 

 ア リロケーション 

(６) チームアプローチ（多職種連携） 

３ 老年看護に携わる者の責務 

(１) 高齢者のための国連原則 

４ 老年看護に用いられる理論・概念 

(１) サクセスフルエイジング 

（２）ライフレビュー 

（３）コンフォート理論 

（４）ストレングス 

３ 高齢社会の保健・医療・福祉 ８時間 

１ 高齢社会の背景と保健・医療・福祉の課題及び動向から高齢化の特徴を理

解する。 

２ 高齢者を取り巻く社会情勢とソーシャルサポートシステムを理解する。  

１ わが国の高齢化の特徴 

(１) 少子化と高齢化 

(２) 長寿の獲得 

(３) 老年人口の将来推計 

(４) 高齢者のいる世帯 

(５) 高齢者の健康状態 

(６) 高齢者の暮らし 

２ 高齢者保健・医療・福祉の動向 

(１) 高齢者とソーシャルサポート 

(２) 保健医療福祉制度の変遷 

(３) 高齢者の健康を支える制度 

ア ゴールドプラン 21 

イ 介護保険制度 

ウ 高齢者の医療の確保に関する法律 

４ 高齢社会における権利擁護 ５時間 

１ 高齢者の倫理的問題の現状と権利擁護を理解する。  

１ 高齢社会における権利擁護 

(１) 高齢者に対する烙印と差別 

ア スティグマ 

イ エイジズム 

ウ アドボカシー 

(２) 高齢者虐待 

ア 虐待の分類と実態 

イ 高齢者虐待防止法 

(３) 安全の確保と身体拘束 

ア 身体拘束の定義と現状 

イ 身体拘束の例外３原則 

(４) 権利擁護のための制度 

ア 成年後見制度 

イ 日常生活自立支援事業 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 



テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 老年看護学 

財）厚生統計協会：厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 老年看護学方法論Ⅰ 

講師名 4 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：高齢者の健康の保持・増進及び介護予防の方法，高齢者に特有な健康障害と看護を 

理解する。 

目標：１ 高齢者のための看護技術の基本と援助の方法を習得する。 

２ 高齢者の生活機能を維持・向上するための方法を習得する。 

３ 高齢者に特有な健康障害に伴う問題及び家族を含めた援助方法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 高齢者の日常生活援助技術     ９時間 

１ 高齢者の加齢変化が日常生活に及ぼす影響と援助の必要性を理解する。 

２ 日常生活を営むための援助技術を理解する。  

１ 高齢者のための日常生活の援助 

２ 高齢者と転倒 

(１) 転倒予防のアセスメントと援助 

３ 高齢者と廃用症候群 

４ 高齢者と瘙痒 

(１) 搔痒のアセスメントと援助 

５ 高齢者と脱水 

(１) 脱水のアセスメントと援助 

６ 高齢者と食事 

(１) 食生活に注目する意義 

(２) 高齢者に特徴的な変化 

(３) 摂食・嚥下機能のアセスメント ※ 

(４) 食事に対する援助 ※ 

７ 高齢者とコミュニケーション 

(１) 高齢者のコミュニケーションの特徴と関わり方 

(２) 高齢者に起こりやすいコミュニケーション障害 

(３) コミュニケーションのアセスメントと援助 

２ 治療を受ける高齢者の看護     ６時間 

１ 高齢者の治療時の影響と看護を理解する。 

１ 薬物療法と看護 

(１) 加齢に伴う薬物動態の変化 

(２) 薬物療法による有害反応 

２ 手術を必要とする高齢者の看護 

(１) 手術を受ける高齢者の特徴 

(２) 術前の看護 

(３) 術後の看護 

３ リハビリテーションを必要とする高齢者の看護 

(１) 疾患から生活への視点の転換 

(２) ADL の拡大 

(３) アクシデントの予防 

（４）退院に向けた支援と家族へのかかわり 

３ 生活・療養の場における高齢者の看護  ４時間 



１ 生活・療養の場に応じた高齢者の看護を理解する。 

２ 高齢者の看取りの看護を理解する。  

１ 高齢者とヘルスプロモーション 

（１）介護予防と看護 

２ 保健医療施設及び居住施設における看護 

（１）介護保険施設 

（２）地域密着型サービス 

（３）治療介護を必要とする高齢者を含む家族の看護 

３ エンド・オブ・ライフ・ケア 

（１）アドバンスケアプランニング 

３ 高齢者に特有な健康障害と看護    11 時間 

１ 高齢者に特有な健康障害の症状と治療を理解する。 

２ 健康障害のある高齢者に必要なアセスメントと援助方法を理解する。  

１ 感覚機能に障害のある高齢者の看護 （老人性白内障・老人性難聴） 

(１) 高齢者の身体的・心理的・社会的特徴 

(２) 感覚機能障害の症状・治療 

ア 加齢による疾患の特徴と要因 

イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

 ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

２ 神経機能に障害のある高齢者の看護 （パーキンソン症候群） 

(１) 高齢者の身体的・心理的・社会的特徴 

(２) 神経機能障害の症状・治療 

 ア 加齢による疾患の特徴と要因 

 イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

(６) 家族への支援 

３ 認知機能に障害のある高齢者の看護 （うつ・せん妄・認知症） 

(１) 高齢者の身体的・心理的・社会的特徴 

(２) 認知機能障害の症状・治療 

ア 加齢による疾患の特徴と要因 

 イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

(６) 家族への支援 

４ 皮膚に障害のある高齢者の看護（褥瘡・熱傷） 

(１) 身体的・心理的・社会的特徴 

(２) 皮膚障害の症状・治療 

ア 加齢による疾患の特徴と要因 



イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 老年看護学 

医学書院：根拠と事故防止からみた 老年看護技術 第２版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 老年看護学方法論Ⅱ 

講師名 坂場 真実 外 7 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 １年次 

目的：健康障害のある高齢者の特徴と治療に応じた看護を理解する。 

目標：１ 健康障害のある高齢者の特徴を理解する。 

２ 健康障害に伴う問題及び援助方法を習得する。 

３ 健康障害のある高齢者の看護過程の展開方法を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 健康障害のある高齢者の看護 23 時間 

１ 健康障害のある高齢者の病態・治療の特徴を理解する。 

２ 健康障害のある高齢者に必要なアセスメントと援助方法を理解する。  

１ 排尿機能に障害のある高齢者の看護【前立腺肥大症・前立腺がん】 

(１) 高齢者の身体・心理・社会的特徴 

(２) 排泄機能障害の症状・治療 

 ア 加齢による疾病の特徴と要因 

 イ 予防と治療 

 (３) 看護アセスメント 

  ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

（６）家族への支援 

２ 運動機能に障害のある高齢者の看護 【大腿骨頸部骨折】 

(１) 高齢者の身体・心理・社会的特徴 

(２) 運動機能障害の症状・治療 

ア 加齢による疾病の特徴と要因 

イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 腓骨神経麻痺と脱臼予防 

イ 合併症の予防と早期離床 

(６) 家族への支援 

３ 脳血管機能に障害のある高齢者の看護 【脳梗塞・脳内出血】 

(１) 高齢者の身体・心理・社会的特徴 

(２) 脳血管機能障害の症状・治療 

  ア 加齢による疾病の特徴と要因 

 イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 意識レベルと全身状態の観察 



イ リハビリテーション 

ウ 廃用症候群予防 

(６) 家族への支援 

４ 循環機能に障害のある高齢者の看護 【心不全】 

(１) 高齢者の身体・心理・社会的特徴 

(２) 循環機能障害の症状・治療 

ア 加齢による疾病の特徴と要因 

イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 合併症・二次的障害の予防 

(６) 家族への支援 

５ 呼吸機能に障害のある高齢者の看護 

【慢性閉塞性肺疾患・呼吸不全】 

(１) 高齢者の身体・心理・社会的特徴 

(２) 呼吸機能障害の症状・治療 

ア 加齢による疾病の特徴と要因 

イ 予防と治療 

(３) 看護アセスメント 

ア 症状と生活への影響 

(４) 考えられる看護問題 

(５) 援助方法 

ア 酸素療法 

イ 呼吸リハビリテーション ※ 

ウ 人工呼吸器 ※ 

(６) 家族への支援 

２ 老年期にある対象の看護過程の展開 ６時間 

１ 健康障害のある高齢者の看護過程の展開を理解する。  

１ 高齢者に特有な健康障害のある看護過程の展開 ※ 

(１) アセスメント 

(２) 看護問題の明確化 

(３) 計画立案 

(４) 実施 

(５) 評価 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 老年看護学 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔２〕呼吸器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔３〕循環器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔７〕脳・神経 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔８〕腎・泌尿器 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔10〕運動器 

備考  

 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 小児看護学概論 

講師名 村山 晴代 外 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：健康な子どもの身体的・心理的・社会的特徴をとらえ，保健・医療・福祉・教育における小

児看護の役割と機能について理解を深める。 

目標：１ 小児看護の特徴と役割を理解する。 

２ 子どもの成長・発達を理解する。 

３ 子どもの身体的・心理的・社会的特徴および養育と看護を理解する。 

４ 子どもを取り巻く社会を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 小児看護の特徴と理念      ４時間 

１ 小児看護の対象・目標・役割を理解する。 

２ 小児医療・看護の変遷を理解する。 

３ 小児看護における倫理と課題を理解する。  

１ 小児看護の特徴と理念 

(１) 小児看護の対象 

(２) 小児看護の目標と役割 

２ 子どもと家族の諸統計 

(１) わが国の人口構造 

(２) 出生と家族 

(３) 小児の死亡 

３ 小児医療・看護の変遷 

(１) 諸外国とわが国の児童観・小児医療の変遷 

(２) 小児看護の変遷 

(３) 現代の小児看護 

４ 小児看護における倫理 

(１) 児童憲章 

(２) 児童の権利に関する条約 

(３) 医療現場でおこりやすい問題点 

(４) 児童虐待防止等に関わる法律 

５ 小児看護の課題 

(１) 疾病構造の変化と小児看護 

(２) 社会の変化と小児看護 

(３) 小児看護の専門分化 

２ 子どもの成長と発達      ４時間 

１ 子どもの成長・発達の概念と評価方法を理解する。  

１ 成長・発達の定義 

(１) 小児看護における発達論 

(２) 小児期の発達段階の区分 

(３) 発達の領域 

２ 成長・発達の進み方 

(１) 方向性，順序性 

(２) 発達の時期 

(３) 成熟と学習 



３ 成長・発達に影響する因子 

(１) 遺伝的因子 

(２) 環境的因子 

４ 成長・発達の評価 

（１）成長の評価 

ア 身長・体重  イ 頭囲・胸囲  ウ 生歯  エ 骨の発育 

（２）発達の評価 

ア 発達スクリーニング検査  イ 知能指数・発達指数  ウ 発達評価法 

３ 健康な子どもの生活と養護 13 時間 

１ 子どもの栄養の意義と食生活の特徴を理解する。 

２ 子どもの特徴と健康を保持・増進する方法を理解する。 

１ 子どもの栄養の意義 

２ 発達段階別の子どもの栄養の特徴と養育 

（１）乳児期の栄養と離乳 

（２) 幼児期の栄養 

(３) 学童期・思春期の栄養 

３ 新生児・乳児期の子ども 

 (１) 身体的･心理的･社会的特徴と養護 

４ 幼児期・学童期の子ども 

 (１) 身体的･心理的･社会的特徴と養護 

５ 思春期・青年期の子ども 

 (１) 身体的･心理的･社会的特徴と養護 

４ 子どもと家族を取り巻く社会 ８時間 

１ 子どもにとっての家族の重要性を理解する。 

２ 子どもをめぐる法律と政策を理解する。  

１ 子どもにとっての家族 

(１) 家族の定義 

(２) 現代家族の特徴 

(３) 家族アセスメント 

ア 構造的側面 

イ 機能的側面 

ウ 発達の段階 

エ 家族の役割 

オ さまざまな家族の状況 

２ 子どもをめぐる法律と政策 

(１) 児童福祉 

(２) 母子保健 

(３) 予防接種 

ア 予防接種と法律 

イ ワクチンの種類と接種間隔 

ウ 接種不適当者・接種要注意者 

エ 予防接種の副反応 

(４) 学校保健 

ア 学校保健の意義と行政 

イ 学校保健安全法 

ウ 学校保健の現状 



(５) 特別支援教育 

(６) 臓器移植法 

（７）医療費の支援 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 小児看護学〔１〕小児看護学概論，小児臨床看護総

論 

医学書院：看護のための人間発達学 第５版 

財）厚生統計協会：厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 小児看護学方法論Ⅰ 

講師名 村山 晴代 外 5 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：子どもの健康障害の特徴と治療を理解し，小児看護に必要な援助技術を習得する。 

目標：１ 子どもの環境に特徴づけられる看護を理解する。 

２ 子どもの健康障害の症状と治療を理解する。 

３ 小児看護に必要な治療・検査・処置に伴う援助技術を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 子どもの環境に特徴づけられる看護      ３時間 

１ 入院中や外来における子どもと家族の看護を理解する。 

２ 在宅療養中や災害時の子どもと家族の看護を理解する。  

１ 入院中の子どもと家族の看護 

(１) 入院環境と看護の役割 

 (２) 入院中の子どもと家族の特徴 

 (３) 入院中の子どもと家族の看護 

２ 外来における子どもと家族の看護 

 (１) 外来の環境と看護の役割 

 (２) 外来受診する子どもと家族の特徴 

 (３) 外来における子どもと家族の看護 

３ 在宅療養中の子どもと家族の看護 

(１) 在宅療養の環境と看護の役割 

(２) 在宅療養中の子どもと家族の特徴 

(３) 在宅療養中の子どもと家族の看護 

４ 災害時の子どもと家族の看護 

 (１) 被災地の環境と看護の役割 

 (２) 災害時の子どもの看護の特徴 

 (３) 災害時の子どもと家族の看護 

２ 子どもの健康障害 16 時間 

１ 子どもの主な健康障害の病態と症状，治療を理解する。  

１ 先天異常の子どもの症状と治療 

 (１) ダウン症候群（21 トリソミー） 

(２) クラインフェルター症候群 

(３) ターナー症候群 

２ 低出生体重児の疾患の症状と治療 

(１) 脳室内出血 

(２) 呼吸窮迫症候群 

(３) 未熟児網膜症 

３ 代謝性疾患の子どもの症状と治療 

(１) 1 型糖尿病 

４ 免疫疾患の子どもの症状と治療 

（１）気管支喘息 

５ 感染症の子どもの症状と治療 

（１）ウイルス感染症 

（２）細菌感染症 



６ 循環器疾患の子どもの症状と治療 

(１) 先天性心疾患 

(２) 川崎病 

７ 消化器疾患の子どもの症状と治療 

（１）形態異常のある疾患（口蓋裂・鎖肛） 

（２）急性胃腸炎（ロタウイルス） 

８ 悪性新生物の子どもの症状と治療 

  (１) 白血病 

９ 腎・泌尿器疾患の子どもの症状と治療 

 (１) ネフローゼ症候群 

10 神経疾患の子どもの症状と治療 

(１) けいれん性疾患 

(２) 脳性麻痺 

(３) 二分脊椎 

11 運動器疾患の子どもの症状と治療 

(１) 先天性股関節脱臼 

12 皮膚疾患の子どもの症状と治療 

(１) アトピー性皮膚炎 

３ 小児看護の技術 10 時間 

１ 小児に必要な治療・検査・処置を安全に実施するための援助技術を習得する。  

１ 子どものヘルスアセスメント 

（１）アセスメントに必要な技術 

  ア コミュニケーション 

  イ バイタルサイン測定 

ウ 身体計測 ※ 

２ 子どもの安全に関する看護技術 

（１）発達に応じたプレパレーションの実際 

（２）事故防止のための工夫 

ア ベッドからの転落防止 ※ 

３ 治療・検査・処置を受ける子どもの看護 

(１) 子どもにとっての検査・処置体験 

(２) 主な検査・処置に伴う看護 

ア 尿の採取方法 ※ 

イ 採血時の子どもの支え方 ※ 

ウ 腰椎穿刺・骨髄穿刺に伴う介助と観察 ※ 

エ 経管栄養 

(３)薬物療法（与薬）の看護 

  ア 与薬の方法と看護 

  イ 注射時の体位の固定と注意点 

ウ 輸液の管理方法と抑制 ※ 

(４) 呼吸症状緩和の看護 

ア 酸素投与方法の特徴 ※ 

  イ 吸引 

  ウ 子どもに適した方法の選択  

評価方法 筆記試験 



テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 小児看護学〔１〕小児看護学概論，小児臨床看護総

論" 

医学書院：専門分野Ⅱ 小児看護学〔２〕小児臨床看護各論 

インターメディカ：写真でわかる小児看護技術 アドバンス 

医学書院：看護のための人間発達学 第５版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 小児看護学方法論Ⅱ 

講師名 村山 晴代 外 6 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 2 年次 

目的：子どもの健康障害に応じた看護を理解し，看護過程の展開方法を理解する。 

目標：１ 健康障害のある子どもと家族に必要な看護を理解する。 

２ 小児看護における看護過程の展開方法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 健康障害のある子どもと家族の看護 21 時間 

１ 健康障害のある子どもの経過と看護の特徴を理解する。 

２ 健康障害のある子どもと家族の看護を理解する。  

１ 先天異常のある子どもと家族の看護 【染色体異常】 

(１) 診断の告知を受ける家族への看護（家族の疾患の理解と受容） 

(２) 日常生活の指導 

(３) 合併症と健康管理 

２ 低出生体重児と家族の看護 

(１) 子宮外生活への適応の促進 

（２) 成長・発達の促進 

３ 急性期にある子どもと家族の看護 

(１) 急性期にある子どもと家族の特徴 

(２) 子どもの救急におけるトリアージ 

(３) 生命維持・生体機能のための援助 

ア 一次救命処置 

(４) 安全の確保と苦痛の緩和 

(５) おもな事故・外傷と看護 

 ア 誤飲  イ 溺水  ウ 熱傷 

４ 感染症の子どもと家族の看護 【ウイルス･細菌感染症】 

(１) 急性期の看護 

（２) 回復期の看護 

５ 代謝性疾患の子どもと家族の看護 【１型糖尿病】 

(１) 入院中の看護 

(２) 退院後の療養生活 

６ 周手術期にある子どもと家族の看護 

(１) 周手術期にある子どもの特徴 

（２）子どもと家族の術前準備 

（３）手術室及び回復室での看護 

（４）術後急性期の子どもの特徴 

（５）術中・術後の家族の看護 

７ 循環器疾患の子どもと家族の看護  

【ファロー四徴症】 (１) 無酸素発作の予防 (２) 心臓への負担軽減  

【川崎病】 (１) 急性期の看護  (２) 回復期の看護 

８ 慢性期にある子どもと家族の看護 

(１) 慢性期にある子どもの特徴 

(２) 自己管理の支援 

(３) 家庭生活の支援 



(４) 社会生活の支援 

９ 免疫疾患の子どもと家族の看護 【気管支喘息】 

(１) 日常生活の援助    (２) 自己管理の促進 

10 消化器疾患の子どもと家族の看護 【急性胃腸炎】 

（１）清潔ケアと感染予防  （２) 家族への指導 

11 腎・泌尿器疾患の子どもと家族の看護 【ネフローゼ症候群】 

(１) 感染予防 

(２) 日常生活の援助 

(３) 退院後の生活調整 

(４) 家族への指導 

12 終末期の子どもと家族の看護 

(１) 生命・死についてのとらえ方 

(２) 終末期にある子どもと家族の看護 

ア 死に対する子どもの反応 

イ 子どもの心身の状態と緩和ケア 

ウ 子どもの死を看取る家族の反応とケア 

(３) 子どもを亡くした家族の看護 

13 造血器腫瘍の子どもと家族の看護【白血病】 

(１) 診断告知を受ける対象への看護 

(２) 日常生活の援助 

(３) 退院後の生活調整 

(４) 再燃時の看護 

(５) 苦痛・死に対する不安の緩和 

14 けいれんのある子どもと家族の看護 

(１) 服薬の支援 

(２) 発作の誘因の除去と健康管理 

15 障害のある子どもと家族の看護 

(１) 心身障害の定義と種類 

(２) 家族と子どもの障害受容 

(３) 重症心身障害児と家族 

(４) 医療的ケアを必要とする子どもと家族 

(５) 発達障害児と家族 

16 子どもの虐待と看護 

（１）虐待の定義と特徴 

（２）リスク要因と発生予防・早期発見 

(３）虐待を受けた子どものケア 

(４) 親に対するケア 

２ 小児期にある対象の看護過程の展開 ８時間 

１ 健康障害のある子どもの看護過程展開の方法を理解する。  

１ 健康障害のある子どもの看護過程 ※ 

(１) アセスメント 

ア 子どものアセスメントの視点 

(２) 看護問題の明確化 

(３) 看護計画立案 

(４) 実施 

(５) 評価 



評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 小児看護学〔１〕小児看護学概論，小児臨床看護総

論 

医学書院：専門分野Ⅱ 小児看護学〔２〕小児臨床看護各論 

インターメディカ：写真でわかる小児看護技術 アドバンス 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 母性看護学概論 

講師名 海老根 純子 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：母性看護の対象と女性の生涯にわたる健康の保持・増進に必要な看護を理解する。 

目標：１ 母性看護の基盤となる概念と歴史的変遷を理解する。 

２ 母性看護の対象の身体的・心理的・社会的特徴を理解する。 

３ 各ライフサイクルにおける健康問題と看護を理解する。 

４ リプロダクティブヘルスケアを理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 母性看護の概念   ６時間  

１ 母性看護の概念を理解する。 

２ 母性を取り巻く環境を理解する。 

３ 母性看護の課題と展望を理解する。  

１ 母性看護の基盤となる概念  

(１) 母性の定義と特徴 

ア 親になることの意味 

イ 母性の心身社会的特性 

  母性，父性，親性 

ウ 現代女性のライフサイクル 

（ｱ)ライフコースの変化と多様化するライフスタイル 

(ｲ)性役割観の変化とワークライフバランス 

(２) 母子関係と家族発達 

ア 愛着・母子相互作用 

イ 家族機能 

ウ 家族の発達段階と発達課題 

(３) 性（セクシュアリティ：人間の性）の概念と発達 

ア 性（セクシュアリティ）の定義 

イ 性（セクシュアリティ）の発達と課題 

(ｱ) 性の多様性 

(ｲ) 母性の発達・成熟・継承 

(ｳ) 母性の世代間伝達 

(４) リプロダクティブヘルス/ラ 

   イツの定義と要素 

(５）ヘルスプロモーションの定義 

２ 母性看護の対象を取り巻く環境 

(１) 家族 

(２) 地域社会 

(３) 生物学的環境 

(４) 社会文化的環境 

３ 母性看護の理念と母性看護のあり方 

(１) 母性看護の本質と特質 

(２) 母性看護の基盤となる概念 

ア 女性中心 

 イ 家族中心 



ウ ウェルネス 

エ エンパワーメント 

オ ヘルスプロモーション 

カ セルフケア 

４ 健全な母性育成のための看護 

(１) 発達課題への看護と家族中心の看護 

(２) 女性の意思決定を支える看護 

(３) ヘルスプロモーションのための看護 

(４) 親になる過程および家族適応を促す看護 

(５) ストレス・不快症状・苦痛を緩和する看護 

(６) 次世代の成長・発達を促す看護 

(７) 周産期の死に対する看護 

２ 母性看護の対象を取りまく社会の変遷と現状     ６時間 

１ 母性看護の変遷と動向を理解する。 

２ 母性看護に関する法律と施策を理解する。  

１ 母性看護の歴史的変遷 

(１) 母性看護の起源 

(２) 近代社会と母性看護 

２ 母子保健統計から見た動向 

(１) 出生に関する動向 

(２) 死亡に関する動向 

３ 母子保健に関する組織と法律 

（１）母性看護に関するおもな組織 

（２）母性看護に関するおもな法律 

ア 母子保健法 

イ 児童福祉法 

ウ 労働基準法 

エ 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律

（男女雇用機会均等法） 

オ 育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法

律（育児・介護休養法） 

カ 母体保護法 

キ 戸籍法 

ク 死産の届出に関する規程 

４ 母子保健に関連する施策 

(１) 妊産婦と乳幼児に対する支援 

ア 妊産婦健康診査 

イ 乳幼児健康診査 

ウ 新生児訪問 

エ 未熟児医療と訪問指導 

(２) 健全な母性の育成 

(３) 生涯を通じた女性の健康支援 

（４）次世代育成支援 

ア 妊娠・出産包括支援 

イ 子ども・子育て支援事業 

(５) 国際化社会への対応 



ア 在留外国人の母子支援 

（６）災害時の母子支援 

５ 周産期医療のシステム 

（１）周産期医療ネットワーク 

（２）母体搬送・新生児搬送 

（３）チーム医療 

３ 女性のライフステージ各期における看護     ６時間 

１ 女性のライフサイクルにおける生殖機能を理解する。 

２ 女性のライフステージ各期の健康及び健康問題の特徴と看護を理解する。 

１ 女性のライフサイクルにおける生殖機能 

(１) 性周期とライフサイクル 

(２) 性周期と心身への影響 

２ 思春期の健康と看護 

(１) 思春期女性の特徴 

(２) 健康問題と看護 月経異常，月経前緊張症，月経困難症 

(３) 思春期女性への看護の視点 

ア 月経に関する健康教育 

イ 性教育 

３ 成熟期の健康と看護 

(１) 成熟期女性の特徴 

(２) 健康問題と看護 子宮筋腫・子宮内膜症 

(３) 成熟期女性への看護の視点 

４ 更年期の健康と看護 

(１) 更年期女性の特徴 

(２) 健康問題と看護 

   更年期症状と更年期障害 

   骨粗鬆症，尿失禁 

(３) 更年期女性への看護の視点 

５ 老年期の健康と看護 

(１) 老年期女性の特徴 

(２) 健康問題と看護 

  骨盤内臓器脱，萎縮性膣炎，外陰炎 

(３) 老年期女性への看護の視点 

４ リプロダクティブヘルスケア   11 時間  

１ 母性を取り巻く健康問題と特徴を理解する。 

２ 健康問題をもった女性の健康の保持・増進を図り，回復のための看護を理

解する。 １ 家族計画 

(１) 家族計画とは 

(２) 受胎調節法と指導のあり方 

２ 性行為感染症 

(１) おもな性行為感染症 

(２) 罹患状況と予防対策 

３ HIV 感染 

(１) HIV 感染とエイズの発症 

(２) HIV に感染した女性の看護 

(３) HIV に感染した妊産褥婦新生児 



の看護 

４ 人工妊娠中絶 

(１) 人工妊娠中絶の法的根拠と動向 

(２) 人工妊娠中絶術と心身への影響 

(３) 人工妊娠中絶を受ける女性の 

    心理と看護 

５ 喫煙・飲酒 

(１) 喫煙・飲酒女性の動向 

(２) 喫煙や飲酒による女性の健康への影響 

ア 妊婦及び胎児への影響 

イ 新生児への影響 

ウ 受動喫煙の影響 

(３) 禁煙・禁酒支援 

(４) 喫煙・飲酒予防への取り組み 

６ 性暴力 

(１) 性暴力の定義と特徴 

(２) 性暴力被害の実態と社会の対応（法整備の現状と支援） 

ア 強姦 

イ ドメスティックバイオレンス 

 配偶者からの暴力の防止及び 

被害者の保護等に関する法律（DV 防止法） 

(３) 性暴力を受けた女性の看護 

７ 児童虐待 

（１）児童虐待の定義 

（２）児童虐待の実態と予防 

虐待防止に関する法律 

（児童虐待防止法） 

（３）より早期からの予防対策 

８ 不妊症 

(１) 不妊の定義と原因 

(２) 不妊検査と治療 

（３）不妊治療を受けている女性の心理・社会的特徴 

(４) 不妊夫婦の看護 

（５） 不妊治療によって妊娠した女性と家族の看護 

（６）不妊治療終結に関わる看護 

９ 国際化社会と看護 

（１）母子保健の国際化 

（２）在日外国人の母子保健 

10 母性看護における倫理 

(１) 生命倫理と看護倫理 

(２) 看護における倫理的意思決定と倫理的課題 

ア 人工妊娠中絶と倫理的課題 

イ 生殖補助医療と倫理的課題 

ウ 出生前診断と倫理的課題 

評価方法 筆記試験 



テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 母性看護学〔１〕母性看護学概論 

医学書院：専門分野Ⅱ 母性看護学〔２〕母性看護学各論 

財）厚生統計協会厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
科目区分 専門分野Ⅱ 授業科目 母性看護学方法論Ⅰ  

講師名 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 １年次 

目的：妊娠期及び分娩期にある対象の身体的・心理的・社会的特徴と経過に応じた看護を理解

する。 

目標：１ 妊娠期及び分娩期の正常な経過と起こりやすい異常を理解する。 

２ 妊娠期及び分娩期の経過に合わせた看護を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 妊娠期の特徴と看護 16 時間 

１ 正常な妊娠経過を理解する。 

２ 妊婦と胎児の身体面，心理・社会面のアセスメントと看護を理解する。 

３ 妊娠の異常とハイリスク妊婦の看護を理解する。  

１ 妊娠期の生理と経過 

(１) 妊娠期の身体的特性 

ア 妊娠期の定義 

イ 妊娠の成立 

ウ 母体の生理的変化 



(２) 胎児の発育と生理   

ア 胎児の発育 

イ 胎盤と羊水の生理 

ウ 胎児の生理 

(３) 妊娠期の心理・社会的特性 

ア 妊婦の心理 

イ 妊婦と家族および社会 

２ 妊婦と胎児のアセスメント 

(１) 妊娠の診断 

（２）妊娠期に行う検査と目的 

（３）胎児の発育と健康状態の診断 

ア 胎児心拍陣痛図（NST） ※ 

イ レオポルド触診法 ※ 

（４）妊婦と胎児の経過診断とアセスメント 

ア 妊娠経過の診断（妊婦健康診査）と妊婦・胎児の身体的健康状態のアセスメン

ト 

(ｱ)子宮底長・腹囲計測診 ※ 

(ｲ)胎児心音聴取 ※ 

イ 日常生活に関するアセスメント（食，排泄，活動・休息,衣・清潔，性生活，嗜好

品） 

３ 妊婦と家族の看護 

（１）妊婦が受ける母子保健サービス 

（２）妊婦の保健相談の実際 

   食生活の教育 

   健康の維持増進とセルフケア 

   マイナートラブルと対処法 

（３）親になるための準備教育 

ア 分娩準備教育 

イ 育児準備のための保健相談 

ウ 家族役割調整のための保健相談 

４ 妊娠の異常 

(１) ハイリスク妊娠 

ア ハイリスク妊娠の定義 

イ 妊娠経過に影響を及ぼす基礎疾患 

(ｱ)高血圧症 

(ｲ)糖尿病・妊娠糖尿病（GDM） 



(２) 妊娠期の感染症 

ア 風疹 

イ トキソプラズマ症 

ウ サイトメガロウィルス感染症 

エ 単純ヘルペス 

オ 水痘－帯状疱疹 

カ その他 

（成人 T 細胞性白血病，B 群溶血性 

レンサ球菌，性器クラミジア） 

(３) 妊娠疾患 

ア 妊娠悪阻 

イ 妊娠高血圧症候群 

ウ 血液型不適合妊娠 

(４) 多胎妊娠 

(５) 妊娠持続期間の異常 

ア 流産（不育症：習慣流産） 

イ 早産・切迫早産 

ウ 過期妊娠・過期産 

(６) 異所性妊娠（子宮外妊娠） 

５ ハイリスク妊婦の看護 

(１) ハイリスク妊婦の看護 

ア 高年妊婦・若年妊婦 

イ 肥満・過剰体重増加妊婦 

ウ 生殖補助医療（ART）後妊婦 

エ 合併症を有する妊婦（GDM） 

オ 妊娠高血圧症候群妊婦 

カ 切迫流・早産妊婦 

キ 多胎妊婦 

ク その他の問題をもつ妊婦 

（未婚，再婚家族） 

２ 分娩期の特徴と看護 14 時間 

１ 分娩の正常な経過を理解する。 

２ 分娩経過に伴う産婦と胎児の身体面，心理・社会面のアセスメントと看護を

理解する。 

３ 分娩の異常と異常分娩時の産婦の看護を理解する。  

１ 分娩期の特徴と経過 



(１) 分娩の要素 

ア 分娩期の定義と区分（分娩時期・経過） 

イ 分娩の３要素  

ウ 分娩の機序 

（２）分娩の経過 

ア 分娩進行と産婦の身体的変化 

イ 産痛 

ウ 胎児への影響 

エ 産婦の心理・社会的変化 

２ 産婦・胎児，家族のアセスメント 

（１）産婦と胎児の健康状態のアセスメント 

ア 基礎的情報の収集 

イ 分娩経過のアセスメント 連続的胎児心拍モニタリング 

ウ 分娩進行に伴う反応のアセスメント 

エ 基本的ニードのアセスメント 

（２）産婦と家族の心理・社会面のアセスメント 

３ 産婦と家族の看護 

（１）看護目標と産婦のニード 

（２）安全・安楽な分娩への看護 

（３）出産体験が肯定的（よいお産） 

になるための看護 

（４）基本的ニードに関する看護 

（５）家族発達を促す看護 

４ 分娩の異常 

(１) 産道の異常 

(２) 娩出力の異常 

ア 微弱陣痛・過強陣痛 

イ 腹圧の異常 

(３) 胎位の異常による分娩障害 

ア 胎位異常：骨盤位 


